
話力検定試験団体受検の注意事項

筆記試験

実技試験

各自の試験開始時間は事前に連絡します。各自の試験時間になりましたら、パソコン画面の前に座り待機してください。
協会事務局が１名ずつ、以下のように誘導しますので、指示に従いスピーチを開始してください。
当日は録画行い、後日審査員が採点を行います。

スピーチ開始　「●番、フルネーム　よろしくお願いします。」→自己紹介スピーチを開始
（「よろしくお願いします」の後からスピーチ時間が記録されます。）

スピーチ終了　「以上です。」　で終了します。

＜3級筆記試験範囲＞
テキスト本　『話力１日１０分集中講義』　第１章、第２章
・あなたの個性を際立たせる演出は「声」にある
・今すぐ習得すべきコミュニケーション術

＜注意事項＞
⚫問題は全部で50問です。選択式問題です。

⚫時間は40分です。

⚫言葉の選択問題は複数回回答可能です。

⚫配布された問題用紙は、持ち帰り禁止です。試験終了後に監督者が回収します。

⚫遅刻した場合は試験開始後20分まで受検を認めます。

⚫退室は開始30分以上から可能です。挙手をして監督者に退室の旨を伝え、問題と解答用紙を提出してから退室してください。

⚫発熱・咳等の症状がある方はあらかじめ医療機関を受診してください。試験当日にこのような症状がある方は、必ず試検監督者等に

申し出てください。

⚫新型コロナウイルスに罹患し、試験日までに医師が治癒したと診断できない方や、試験日直前に保健所等から濃厚接触者に該当す

るとされた方の受　　　検はできません。

⚫試験当日は必ずマスクを着用してください。また、試験室への入退室にあたっては手指のアルコール消毒を行ってください。

⚫携帯電話・スマートフォン等の電子機器類は、試験室に入る前に必ずアラームの設定を解除し、電源を切って、カバンの中に入れて
おいてください。
　試験時間中に、これらをカバンの中にしまわず、身につけていると不正行為となることがあります。

⚫使用できる用具は、ＨＢまたはＢの黒鉛筆（シャープペンシル可）、プラスティック製の消しゴム、および時計（辞書機能があるもの・そ
れらの機能の有無が判別しづらいもの、秒針音のするもの、キッチンタイマー、大型のものを除く）です。アラームや時報機能のついた
時計は、試験室に入る前に必ずアラームや時報の設定を解除してください。

⚫下敷きの使用は認めません。また、電子辞書やＩＣレコーダー等の電子機器類は使用できません。

＜失格対象となる場合＞
・開始から20分を過ぎての遅刻
・無断退室
・受検番号・名前などの記入ミスまたは不明確な記入
・カンニングなどの不正行為

＜試験当日欠席の場合＞
新型コロナウイルス感染が疑われる場合や忌引き等で当日会場受検が困難な場合は
会場以外での場所からオンラインにて筆記試験、実技試験の受検が可能。（要ネット環境）
その際には、試験日の前々日（２日前）までに話力検定事務局へ連絡をお願いします。（話力検定事務局：092‐986‐5108）


